
第３章

健幸（けんこう）長寿のまち



SDGsへの貢献
(最大3つ)

R3予算現額 項目名

58千円

R4予算現額

57千円

R3正規職員
人件費

0.10 人 実績

798千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.10 人 評価者

～ 800千円 市民相談課長　守谷　秀明

R3予算現額 項目名

9,638千円

R4予算現額

15,900千円

R3正規職員
人件費

1.55 人 実績

12,369千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

2.39 人 評価者

～ 19,125千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

R3予算現額 項目名

27,958千円

R4予算現額

27,115千円

R3正規職員
人件費

3.69 人 実績

29,446千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

4.64 人 評価者

～ 37,129千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

① 13,798名

②  7,201歩

R4目標 R4実績
・事業への参加継続及び平均歩数増加の
ための取り組みを進めていく。
・R5年度中に埼玉県が予定している現行
制度の見直しに合わせ、本事業も新アプリ
への移行等を予定している。既存の参加
者がスムーズに新事業に移行できるよう
情報発信等に努める。

R4その他職員
従事割合

8,000歩 7,201歩 日常生活における「歩き」
を推進することで、生活習
慣病の予防及び健康づく
りへの取組を支援するとと
もに、CO２の削減に貢献
した。

14,932千円

①参加者数

②一日の平均歩数

健幸マイレージ事業の参加者の1日平均歩数
生活習慣病予防に有効な１日の平均歩数が8,000歩
であるという中之条研究の成果を参考に指標としてい
る。

R4決算額（見
込み）

7,029歩

昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症
の影響で参加者が外出を控えた事等から、目標
の8,000歩には達しなかったが、昨年度より歩数
は増えているので、今後も様々な取り組みを進
めていく。

会年職
員等

0人

3 すべての人に健康と福
祉を

0人

会年職
員等

0人

会年職
員等

22千円

R4決算額（見
込み）

R5目標

8,000歩

自治事務

R4その他職員
従事割合

201人

338人

338件

R3目標

所沢パスポート券利用者数

所沢パスポート券を利用した延べ人数

会年職
員等

0.30 人

8,000歩

24千円

R3その他職員
従事割合

3 すべての人に健康と福
祉を

・市独自ポイント対象事業を拡充し、市民
の出歩きの促進を図るとともに、イベント
参加者の拡充及び「賑わい」の創出を目
指した。
・12月の平均歩数が8,000歩以上又は12
月中の平均歩数が前月より増加した参加
者に、抽選でクオカードが当たる「ウォー
キング促進強化月間」を実施した。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

A

13 気候変動に具体的な
対策を

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R3決算額

計画
コード

311

H4

所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

目標設定の考え方・根拠

所沢パスポート券利用者数を指標とする。
目標値については、事業を継続して推進するため前
年度実績を超える数値を目標としている。

R4年度に改善した点指標名

市民が利用施設を検討するに際し、施設
の情報にアクセスできるよう、市ホーム
ページの協定施設一覧に協定施設のホー
ムページをリンクさせた。
これにより、協定施設のアピールポイント
や最新情報を市民は入手しやすくなった
ほか、協定施設側も所沢市民に知っても
らう機会が得られやすくなった。

Ａ

インターネットの普及等に伴い、市が行う
事業としての役割は相対的に少なくなって
いる。また、協定解除の申入れがあった協
定先もあるため、時事情報の収集を行い
つつ、今後の事業のあり方について検討
していく。

目標達成

R4目標 R4実績

150人

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

前年度に引き続き、新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響によ
り、事業のPRや広報も難しい状
況であったが、国の行動自粛の
緩和策や、国等による宿泊支援
事業などの動きに合わせ、市民
の保養施設利用者数が前年度
より増え、事業の目的のとおり市
民の健康増進と心身のリフレッ
シュに資することができている。

R3実績

R5目標

210人

400人

地区からの依頼教育の実績
市民や関係機関と共に健康づくりを推進しており、地
区からの依頼教育は地域における保健活動の指標と
して適している。

地域からの依頼に対し、保健師・栄養士・
歯科衛生士・理学療法士が対応できる講
座の内容をホームページに掲載した。

R4決算額（見
込み）

18,747千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

5 人

1,000人 1,047人

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、目標
は未達成となったが、実績数は昨年度よりも増
えており、今後も健康づくりに関する情報発信の
場を広げていきたいと考える。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市民
相談
課

実施計画ランク 事業の種別

-

市民保養施設利用
事業

期間

所沢パスポート券要綱

事務事業名称 事業概要（全体）

事業の目的及び具体的な内容
一
般

根拠法令

市民の健康増進と心身のリフレッシュを目的とす
る。
市が協定を結ぶ温泉地の旅館組合や単体の宿泊
施設で宿泊料金の優待割引（10％）等を受けられる
所沢パスポート券事業を実施している。
令和４年度は、四万温泉及び石和温泉の2か所の
保養地と草津、土肥、魚沼、十日町、秩父にある宿
泊施設と協定を結んでいる。なお、土肥については
令和4年6月に協定解除となった。

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

①64会場

②1,288人

R4目標値が未達成の理由・分析

R4実績

地域の現状や課題を把握し、関係機関と
連携を図りつつ、地域の実情にあった保
健活動を継続していく。

R4その他職員
従事割合

1,300人 1,288人 健康づくりに必要な知識
や具体的な取組方法につ
いて分かりやすく伝えるこ
とにより、市民の関心を高
め健康づくりの取り組みを
推進することができる。

会年職
員等

6 人

R5目標

A

新型コロナウイルス感染症の影
響で、これまで以上に健康への
関心が高まる中、健康二次被害
も懸念される状況であった。この
ような状況を踏まえ、情報発信
や地域の団体や関係機関との関
係づくりに努めたことにより、地
域からの依頼が増加した。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
18,347千円

年齢や性別を問わず、心
身のリフレッシュと健康の
増進に寄与した。

R3その他職員
従事割合

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

9,045千円

新型コロナウイルス感染症の影
響もあったが、R4年11月に開催
した「トコろんウォーク」を市独自
ポイント対象事業としたり、12月
をウォーキング促進強化月間と
する等の取り組みによって、平均
歩数はR3年度よりも増加したた
め。

R4年度に改善した点

R4目標

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

1,600人

①地区依頼教育の会場数

②地区依頼教育の実施人数

311

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

トコトコ健幸マイレー
ジ事業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

本事業は、市民一人ひとりが健康を実感しながら地域で
安心していきいきとした生活をおくることのできる「元気で
いきいき"健幸長寿のまち"」の実現を目指す一環として
実施するもので、従来の「トコろん健幸マイレージ事業」
から、埼玉県が実施する「コバトン健康マイレージ事業」
に令和２年７月から参加することで、リニューアルしたも
のである。歩数計、スマートフォンのアプリで歩数を記録
しながら、日常的にウォーキングを行ってもらい、生活習
慣病の予防を図るとともに、健康づくりへの取組を支援す
るものである。また、楽しみながら続けられるよう、市の
独自ポイントを付与、抽選により景品が当たる仕組みを
取り入れている。

期間

R2

311

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

地域保健推進事業

根拠法令

健康増進法、地域保健法

事業の目的及び具体的な内容

「元気でいきいき"健幸長寿のまち"」の実現にむけ
て、平成25年4月から保健師の地区担当制を導入
し、各種健康データの分析や保健事業を通じて各
行政区ごとの地区特性を把握し、子どもから高齢者
まで全ての市民を対象とした保健活動を、市民なら
びに関係機関と協力して進めている。

期間

H18



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

15,105千円

R4予算現額

17,541千円

R3正規職員
人件費

4.14 人 実績

33,037千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

3.43 人 評価者

～ 27,447千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

R3予算現額 項目名

14,386千円

R4予算現額

12,407千円

R3正規職員
人件費

0.43 人 実績

3,431千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.35 人 評価者

～ 2,801千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

R3予算現額 項目名

60,864千円

R4予算現額

58,421千円

R3正規職員
人件費

5.20 人 実績

52,471千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

5.19 人 評価者

～ 41,530千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

3 すべての人に健康と福
祉を

13,989千円

①電話、窓口、面接、訪問等
による相談
②マタニティコール
③母乳相談
④妊婦サロン
⑤産後ケア（宿泊型）

妊娠・出産について満足している親の割合

４か月児健康診査票から「健やか親子２１（第２
次）」計画の乳幼児健康診査におけるアンケート
調査項目を設定。
※「産後、退院してからの１か月程度、助産師や
保健師等からの指導・ケアは十分に受けること
はできましたか」の質問に「はい」と回答した数÷
４か月児健康診査受診者数

・妊娠期からの切れ目ない支援を目指し、
妊娠届出時、助産師・保健師等専門職に
よる面接率向上に取り組んだ（妊娠届出
窓口を2か所に集約）。
・次年度の妊娠届出を保健センターへ一
本化するため、市内産科医療機関及び公
共施設にポスタ－、チラシを掲示・配布し
事前の周知を行った。

R4決算額（見
込み） 10 人や国の不平等をなく

そう
14,841千円

R3その他職員
従事割合 11 住み続けられるまちづ

くりを

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①3,585件
②309件
③17件
④12回実施（延べ54人）
⑤宿泊型152日(延べ43人)

R4目標 R4実績
所沢市出産・子育て応援事業を開始す
る。令和5年度から妊娠届出窓口を1か所
に集約し、伴走型相談支援の更なる充実
を目指す。R4その他職員

従事割合
83.5% 82.3%

妊娠中及び出産後の子育
てや生活等について助
言・情報提供を行い不安
を軽減できるように努め
た。

会年職
員等

7 人

R5目標

A

目標値に達しなかったが、妊娠
届出面接、電話、訪問から、母
子保健や育児に関する相談対
応を行った。産後ケア事業の情
報提供を行うなど、妊産婦に寄り
添う支援を実施した。
今後もさらなる支援の拡充に努
める。

R4年度に改善した点

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
11,110千円

①不妊・不育症検査の申請
件数

②不妊治療の申請件数

申請件数（合計）

子どもを望む夫婦が早期に検査を受け、必要に
応じて適切な治療を開始することが出来るよう費
用の一部を助成し、費用負担の軽減を図ること
が、当該事業の目的となっていることから、申請
件数を指標とする。

引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響を鑑み、郵送でも申請出来ることを
市ホームページで周知した。
不妊検査等助成事業のチラシを、市内産
科医療機関等へ送付し、配架を依頼した。

R4決算額（見
込み） 10 人や国の不平等をなく

そう
7,333千円

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①　138件

②　　41件

R4目標 R4実績

埼玉県の少子化対策である「ウェルカムベ
イビープロジェクト」事業の一環として実施
していることから、今後も、県と連携を図り
ながら、事業を推進する。

16 平和と公正をすべての
人に

子どもを望む夫婦に対し、
その検査・治療の負担軽
減を図り、前向きに生活で
きるよう支援した。

会年職
員等

0.5人

R5目標

Ｓ

年度途中から屈折検査(スポット
ビジョンスクリ－ナ－)を開始。専
門職(保健師・看護師)が検査を
行うことで円滑に実施することが
できた。屈折検査(スポットビジョ
ンスクリ－ナ－)で要精密検査と
判定された児は、医師から紹介
状を発行し、眼科医療機関(市内
13箇所)の受診に繋げた。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

屈折検査(スポットビジョンスクリ－ナ－)の
開始にあたり、他市を視察し、屈折機器の
適切な使用方法、健康診査の流れ等を確
認して実施した。さらに屈折検査(スポット
ビジョンスクリ－ナ－)に従事する専門職
(保健師・看護師)への研修会を開催し、ス
キルの向上を図った。

10 人や国の不平等をなく
そう

55,336千円

R3その他職員
従事割合 16 平和と公正をすべての

人に

会年職
員等

1.25 人

― ―

目標達成済

C

視力や脳の発達途中にあ
る幼児やその保護者から
視力に関する聴取時間の
短縮となった。簡易で効果
的な検査の実施を行い屈
折異常の発見に繋げた。

会年職
員等

1.25 人

目標値に達しなかったが、不妊
治療の高額な医療費負担（自由
診療）が、保険適用となったこと
から、費用の軽減が図られたた
めと考える。今後も、不妊検査等
の費用助成を行うことで負担軽
減を図り、少子化社会対策に資
するよう努める。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,678人

②1,670人

③148人

R4目標 R4実績

眼科医療機関(市内13箇所)と連携を図り
ながら、要精密検査と判定された児を確実
に受診に繋げるよう努める。

R4その他職員
従事割合

95.0% 99.5%

R4決算額（見
込み）

会年職
員等

0.5人

240件 259件

令和４年４月から不妊治療が保険適用となった
ため、申請件数が減ったと考える。

52,471千円
①3歳児健康診査受診者数

②3歳児健康診査屈折検査・
視力検査の実施者数

③精密検査紹介状発行数

屈折検査(スポットビジョンスクリ－ナ－)及び視
力検査実施率
(※屈折検査機器導入したR5.7月～R6.3月末)

家庭での視力検査や問診からの聴取では視覚異常
検出には限界があることから、屈折検査(スポットビ
ジョンスクリ－ナ－)を導入した。視力検査と屈折検査
を併用する事で視覚異常検出の精度の向上を図れる
ことから屈折検査(スポットビジョンスクリ－ナ－)及び
視力検査実施率を指標とする。

R5目標

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

210件

R4その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標

83.0%

285件 179件

会年職
員等

4 人

83.0% 84.1%

新型コロナウィルス感染症の影響もあり、保護者
が孤立感を抱えながら育児をしている背景があ
る。
妊娠期から子育て期にわたるまで切れ目ない支
援ができるよう、助産師・保健師等専門職による
妊娠届出面接の充実（相談窓口の周知、個々の
状況に応じた相談支援、産後ケア事業に関する
情報提供）が必要だと考える。

312

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

妊娠・出産つづけて
サポート事業

根拠法令

子ども・子育て支援法、母子保健医療対策総合支
援事業実施要綱（国）

事業の目的及び具体的な内容

核家族化や地域のつながりの希薄化等により、地
域で出産、子育てを担う母親の育児負担が増えて
いることから、妊娠期から子育て期にわたるまでの
母子保健や育児に関する様々な相談に円滑に対
応する。
①専門相談員を配置し、電話、窓口、面接、訪問に
よる相談対応、②マタニティコール、③母乳相談、
④妊婦サロンの実施、⑤産後ケア利用時の面接

期間

H28

312

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

不妊検査・治療費等
助成事業

根拠法令

埼玉県早期不妊検査費・不育症検査費助成事業実施要
綱、埼玉県早期不妊治療費助成事業実施要綱等

事業の目的及び具体的な内容

晩婚化が進む中で、不妊の問題は一層深刻となっ
ていることから、子どもを望む夫婦に対し早期の不
妊検査及び治療に要する費用の一部を助成するこ
とにより、経済的負担の軽減を図るものである。
不妊検査費等については、検査に係る費用に対し
て2万円を上限とし1回助成する。早期不妊治療助
成は、埼玉県不妊治療費助成事業の初回助成の
対象となった特定不妊治療に係る費用に対して、県
の支給決定額を除いた金額の10万円を上限とし1
回助成する。なお、令和４年４月から不妊治療の保
険適用に伴い、不妊治療費助成事業は終了した
が、治療計画に支障が生じないよう、年度をまたぐ1
回の治療について、経過措置として助成金の対象
となっている。

期間

H29

312

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

乳幼児健康診査事
業

根拠法令

母子保健法第１２条、第１３条

事業の目的及び具体的な内容

乳幼児健康診査は、4か月児・10か月児は個別健
康診査、1歳6か月児・3歳児は集団健康診査として
実施している。本事業は、子どもの疾病や成長・発
達の異常を早期に発見し、適切な指導を行い、か
つ子どもが健全に育つための生育環境を整え、子
育てに伴うストレスの軽減や虐待の早期発見・予防
を図るために実施している。また3歳児健康診査で
は、視機能は3歳までに急速に発達し6～8歳頃に
完成することから視力検査と屈折検査を併用し弱
視等を早期に発見し精密検査や治療に繋げてい
る。

期間

S40



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

―

R4予算現額

885千円

R3正規職員
人件費

― 実績

― どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.59 人 評価者

～ 4,721千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

R3予算現額 項目名

―

R4予算現額

11,561千円

R3正規職員
人件費

― 実績

― どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.60 人 評価者

～ 4,801千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

R3予算現額 項目名

―

R4予算現額

26,416千円

R3正規職員
人件費

― 実績

― どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.40 人 評価者

～ 3,201千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

目標値には達していないが、産
後ケア事業（デイサービス型）を
新たに開始し事業の充実を図
り、産婦に寄り添う支援の拡充を
図った。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
―

①産後ケア（デイサービス型）
支援年間利用日数（年間延
べ人数）

妊娠・出産について満足している親の割合
（妊娠・出産つづけてサポート事業に関連する事
業のため指標を揃えた）

４か月児健康診査票から「健やか親子２１（第２
次）」計画の乳幼児健康診査におけるアンケート
調査項目を設定。
※「産後、退院してからの１か月程度、助産師や
保健師等からの指導・ケアは十分に受けること
はできましたか」の質問に「はい」と回答した数÷
４か月児健康診査受診者数

従来の宿泊型に加え、新たにデイサービ
ス型の産後ケアを開始した。

R4決算額（見
込み） 10 人や国の不平等をなく

そう
356千円

11 住み続けられるまちづ
くりを

83.0%

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

会年職
員等

―

― ―

新型コロナウィルス感染症の影響もあり、保護者
が孤立感を抱えながら育児をしている背景があ
る。
妊娠期から子育て期にわたるまで切れ目ない支
援ができるよう、助産師・保健師等専門職による
届出面接の充実（相談窓口の周知、個々の状況
に応じた相談支援、産後ケア事業に関する情報
提供）が必要だと考える。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①52日(延べ38人)

R4目標 R4実績

デイサービス型の実施施設は市外1施設
のため、市民の利用促進のため市内の実
施施設の開設について検討する。

R4その他職員
従事割合

83.5% 82.3%
身体的・心理的なケアを必
要とする母親の身体的回
復と心理的安定を図るよう
に努めた。

会年職
員等

1.0 人

R5目標

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
―

①契約医療機関における助
成券使用件数

②①以外（償還払い）対象件
数

産婦健康診査実施率
（①+②）÷年度妊娠届出数

費用の一部を助成し経済的負担軽減を図り、妊娠期
から子育て期にわたる切れ目のない支援をすること
が目的のため産婦健康診査実施率を指標とする。

事業についてのホームページの内容や産
婦健康診査助成券を追加で送付した方へ
のご案内を分かりやすくするなど工夫し
た。

16 平和と公正をすべての
人に

R4その他職員
従事割合

― ―

関係部署と連携しながら、
事業を進めた。会年職

員等
0 人

R5目標

8,322千円

R3その他職員
従事割合 11 住み続けられるまちづ

くりを

会年職
員等

―

― ―

産婦健康診査の助成に対しては「こころの健康
チェック」が必須となるが、これを実施していない
医療機関もあることや申請期限が出産後1年以
内のため、年度をまたいで申請する世帯もある
未達成となった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,570件

②    98件

A

0人

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

2，400件

R5目標

ー

令和5年4月１日からの伴走型相
談支援の開始に向け、令和４年
度から着実に準備作業を進める
ことが出来た。事業予算につい
ては、令和５年度に繰り越した。
今後も、伴走型相談支援の充実
を目指し、取り組みを進めてい
く。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
―

①妊娠届出時の相談件数 相談件数

妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に
応じ、様々なニーズに即した必要な支援につなぐ伴走
型相談支援の充実を図るものであることから、相談件
数を指標とする。

初年度であったことから、国県等からの情
報収集、他市町村の動向を注視した。

R4決算額（見
込み）

16 平和と公正をすべての
人に令和５年度へ

繰越

R3その他職員
従事割合 17 パートナーシップで目

標を達成しよう

会年職
員等

―

― ―

令和５年度より事業開始

B

目標値に達しなかったが、健康
診査費用の負担軽減を図ること
で多くの産婦が受診し、早期発
見により適切なフォローにつなげ
られるよう努めている。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①令和５年度より事業開始

R4目標

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

対象者が漏れなく受診できるように今後も
面接や訪問時に勧奨するとともに、ホーム
ページ等広報の充実を図り周知する。

R4その他職員
従事割合

対象者の経済的負担を軽
減し、適切な支援へつなぐ
よう貢献した。

R4実績

全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・
子育てできるよう、妊娠期から出産・子育
てまで一貫して身近で相談に応じる伴走
型相談支援の充実に取り組んでいく。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

100.0%

100.0% 81.8%

会年職
員等

R3目標

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R4目標 R4実績

R4決算額（見
込み）

312

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

産後ケア事業（デイ
サービス型）

根拠法令

母子保健法第十七条の二、母子保健医療対策総合支援
事業実施要綱（国）、所沢市産後ケア事業実施要綱

事業の目的及び具体的な内容

出産後1年までの母子に対し、ケアを必要とする母
親の身体的回復と心理的安定を図り、安心して過
ごせるよう、デイサービスを通じて支援の拡充を図
るもの。
基本利用額の7割分を公費負担し、利用回数7回を
上限として助成する。

期間

R4

312

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

産婦健康診査助成
事業

根拠法令

母子保健法第13条

事業の目的及び具体的な内容

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図る観
点から費用を助成し、産後の初期段階における母
子に対する支援を強化し、妊娠期から子育て期に
わたる切れ目のない支援の充実を図るもの。
・助成対象者：所沢市に住民登録がある産婦
・助成額：5,000円（上限）
・助成回数：産婦１人につき１回
・対象となる健康診査：出産から概ね１か月後の産
婦健康診査期間

R4

312

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

出産・子育て応援事
業（伴走型相談支
援）

根拠法令

伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の一体的
実施事業実施要綱（国）、埼玉県伴走型相談支援及び出
産・子育て応援給付金の一体的実施事業実施要綱、所
沢市出産・子育て応援事業実施要綱

事業の目的及び具体的な内容

全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てで
きるよう、妊娠期から出産・子育てまで一貫して身
近で相談に応じる伴走型相談支援の充実を図ると
ともに、妊娠の届出や出生の届出を行った妊婦・子
育て世帯等に対して、出産育児関連用品の購入等
の負担軽減を図るための経済的支援を一体的に実
施するものである。
　このうち本事業は、妊娠期から出産・子育てまで
一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即した
必要な支援につなぐ伴走型相談支援の充実を図る
ものである。

期間

R4



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

―

R4予算現額

1,904千円

R3正規職員
人件費

― 実績

― どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.32 人 評価者

～ 2,561千円 健康づくり支援課長　岩雲　美香

R3予算現額 項目名

1,032,561千円

R4予算現額

1,192,288千円

R3正規職員
人件費

1.85 人 実績

14,763千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.98 人 評価者

～ 15,844千円 健康管理課長　松井　優子

R3予算現額 項目名

3,257,296千円

R4予算現額

3,327,292千円

R3正規職員
人件費

20.91 人 実績

166,862千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

8.40 人 評価者

～ 67,217千円 健康管理課長　松井　優子

目標値に達しなかったが、市内
の歯科医療機関でフッ化物塗布
を実施することにより、かかりつ
け歯科医を持つことに繋げられ
ている。今後も、定期的な歯科健
診の受診を促し、市民の生涯を
通じた口腔の健康の保持・増進
を目指していく。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
―

①３歳児フッ化物塗布件数
塗布件数

定期的な歯科健診の受診を促し、市民の生涯を通じ
た口腔の健康の保持・増進を目指すことが当該事業
の目的となっていることから、塗布件数を指標とする。

初年度であったことから、3歳児健康診査
の際に、塗布券のほかチラシなどを同封し
受診を促した。協力歯科医療機関へポス
ターの掲示を依頼した。

R4決算額（見
込み） 10 人や国の不平等をなく

そう
543千円

16 平和と公正をすべての
人に

会年職
員等

―

― ―

目標達成に向けて努力したが、初年度ということ
もあり実績が伸びなかった。また、新型コロナウ
イルス感染症の影響で、受診を控えたと考える。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

3歳児健康診査において
虫歯のなかった児を対象
にしていたが、3歳児健康
診査受診者全員に拡大し
た。

会年職
員等

0.4人

R5目標

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
891,525千円

①小児予防接種接種者数

②成人予防接種接種者数

小児予防接種接種率
（延べ接種者数62,714人÷対象者数64,647人）

感染症の発生・まん延を防止するためには市民
の免疫レベルを高い水準に保つ必要があること
から、予防接種の周知・勧奨を確実に行うことに
より、１００％に近い接種率を維持していくことを
目標とする。

日本脳炎ワクチンの供給不足が解消さ
れ、昨年度接種できなかった方が、接種す
ることができた。
ＨＰＶワクチンの積極的勧奨が再開され、
６月に中学１年生から中学３年生になる女
子に予診票を送付した。

R4決算額（見
込み）

941,059千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

１人

100.0% 91.3%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

C

R4実績

歯科医療機関と連携しながら、ポスター掲
示、ほっとメールなどを活用し事業を周知
するとともに、受診勧奨に取り組む。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

集団接種会場の運営を専門事業者に委
託することにより、効率的に接種を進める
ことができた。

R4決算額（見
込み）

2,157,843千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

3人

希望される方が安心安全に接種できるよ
うに広報、ホームページで周知を行い、引
き続き接種体制を整えていく。

R4その他職員
従事割合

70.0% 50.9%

感染症の罹患や重症化す
るリスクを低下させた。会年職

員等
0人

R5目標

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①278,157人
②276,495人
③230,860人
④91,568人
⑤159,770人

B

成果指標の目標値は下回った
が、度重なる制度変更にも対応
し、接種を希望する方が接種で
きる体制整備を行い、接種を実
施することができた。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
2,783,549千円

①従来型1回目接種
②従来型2回目接種
③従来型3回目接種
④従来型4回目接種
⑤オミクロン株対応型接種

新型コロナウイルスワクチン接種率
（オミクロン株対応型接種者数159,770人÷対象
者数313,322人）

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

100.0%

R4目標 R4実績

今後も国や県の動向を踏まえながら、感
染症の発生・まん延を防止すべく、継続し
て事業を実施していく。

R4その他職員
従事割合

予防接種の高い接種率を
維持することで、市民の免
疫レベルを高水準に保っ
ている。

会年職
員等

１人

R5目標

Ａ

成果指標の目標値をほぼ達成
することができており、事業の目
的である感染症の発生・まん延
防止は図られていると考える。
今後は、高い接種率を維持しな
がら事業の目的を達することが
できるよう、引き続き確実な周知
と適切な勧奨に努めていく。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

1，500件

100.0% 97.0%

R3その他職員
従事割合

70.0% 82.5%

高齢者については接種を希望される方が比較的
多くみられたが、若年層の接種が進まず、接種
数が見込みを下回ったため。

350件

二種混合ワクチンの接種率が69.8%となり、昨年
度実績（81.6％）を大きく下回ったこと、ＨＰＶワク
チンの積極的勧奨が再開されたものの、接種率
が41.0％となったことが目標値の達成に至らな
かった要因と考える。

①62,714人

②51,614人

R4その他職員
従事割合

1,506件

R4目標 R4実績

①　350件

R4目標

R3決算額

対象者のうち接種を希望される方（約70％を想定）が
接種できる体制の整備を行い、接種を実施することを
目的としているため、年度末現在の平均接種率を指
標とする。
※R3実績は初回接種（1回目、2回目）完了者の接種
率
※R4実績はオミクロン株対応型接種完了者の接種率

R4目標値が未達成の理由・分析

50.0%

314

健康
づくり
支援
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

３歳児フッ化物塗布
委託事業

根拠法令

母子保健法

事業の目的及び具体的な内容

3歳児健康診査において虫歯のなかった児を対象
に、後日、改めて保健センターへ来所のうえフッ化
物塗布を実施していたが、指定日に来所することが
難しいなどの理由により、予約者・受診者とも減少
傾向にあった。
このため、対象者を3歳児健康診査受診者全員に
拡大し、個々の予定に合わせ、近くの歯科医院で
実施できるよう個別方式に変更した。
市内歯科医院でフッ化物塗布を実施することによ
り、幼児期からかかりつけ歯科医を持つことにつな
げ、更にその保護者も一緒に定期的な歯科健診の
受診を促し、市民の生涯を通じた口腔の健康の保
持・増進を目指すものである。

期間

R4

321
健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

各種予防接種事業

根拠法令

予防接種法

事業の目的及び具体的な内容

各種予防接種を実施することで、市民の免疫レベ
ルを高い水準に保ち、感染症の発生・まん延を防
止する。
【種類】
（小児）ヒブ、小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四種混
合、不活化ポリオ、ＢＣＧ、麻しん風しん混合、麻し
ん、風しん、水痘、日本脳炎、二種混合、ＨＰＶ
（キャッチアップ接種を除く）、ロタウイルス
（成人）男性の風しん、高齢者インフルエンザ、成人
用肺炎球菌

期間

S23

321
健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業

根拠法令

予防接種法、新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保事業実施要綱（国）

事業の目的及び具体的な内容

新型コロナウイルスワクチン接種を希望する方が、
安心安全に接種できる体制整備・接種を実施する
ものである。

期間

R2



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

371,593千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.23 人 評価者

～ 9,842千円 健康管理課長　松井　優子

R3予算現額 項目名

257,081千円

R4予算現額

253,234千円

R3正規職員
人件費

2.14 人 実績

17,077千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

2.90 人 評価者

～ 23,206千円 健康管理課長　松井　優子

R3予算現額 項目名

6,142千円

R4予算現額

6,920千円

R3正規職員
人件費

6.49 人 実績

51,790千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

6.52 人 評価者

～ 52,173千円 健康管理課長　　松井　優子

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,564人

②83人

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①44,862人

②38,393人

③3,285人

R4目標

C

接種率は目標を下回ったが、
キャッチアップ接種の対象者へ
個別にお知らせを送付し、ＨＰＶ
ワクチンの制度のほか、ＨＰＶワ
クチンの効果やリスク等につい
て周知を行った。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
0千円

①キャッチアップ接種接種者
数

②任意接種費用助成申請者
数

キャッチアップ接種接種率
（延べ接種者数1,564人÷令和4年4月時点未接
種者数34,401人）

キャッチアップ接種の接種者数について、接種後の副
反応に対する懸念を持つ方や定期接種の年齢を超え
て接種を行うことに慎重になる方がいることを想定し
て、令和4年4月時点未接種者の５０％の方が３回接
種することを令和4年度の目標とした。

ＨＰＶワクチンキャッチアップ接種に伴い、
定期接種実施要領の一部改正が行われ
たため、医療機関へ情報提供を行った。

R4決算額（見
込み）

32,348千円

会年職
員等

０人

①延相談件数10,182件
来所相談８６５件　訪問支援
1,078件　電話相談8,060件
メール相談179件
②延参加人数　3,099人
こころの健康講座 251人参加
こころの美術展　2,848人参加
③延利用者数　17人
　　　利用日数　62日間

R4目標 R4実績

高齢者やこども、生活困窮分野からの精
神保健ニーズに対応するため、相談担当
職員の相談技術向上を図る。

R4その他職員
従事割合

9,000件 10,182件

R4目標 R4実績

接種後の副反応に対する懸念を持つ方や
定期接種の年齢を超えて接種を行うこと
に慎重になる方が、安心して接種をできる
ように、ホームページ等で適切な情報提供
に努める。

R4その他職員
従事割合

50.0% 4.5%

感染症の発生・予防に努
めた。会年職

員等
0人

R5目標

10.0%

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
237,189千円

①延べ申込者数（前立腺がん
検診を除く）
②延べ受診者数（前立腺がん
検診を除く）
③前立腺がん検診受診者数

大腸がん検診受診率

（受診者数÷対象者数×100＝受診率）
（受診者：17,720人、対象者：218,571人）

早期発見・早期治療により、がんによる市民の
死亡の減少を図ることが目的であるため、性別
に関係なく、また、保健センター及び市内協力医
療機関のどちらでも受診できる大腸がん検診を
指標とする。

広報ところざわ3月号でがん検診の特集記
事を掲載し、がん検診の定期・継続受診
の重要性の周知啓発を図った。
バス検診において、抽選による落選者を
極力減らすよう、検査バスの台数を増や
すなど受け入れ人数の拡大を図った。

R4決算額（見
込み）

225,393千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

R4実績

今後も、受診しやすい環境の整備、受診
勧奨の対象や通知の時期、受けたくなる
ような勧奨の内容等を工夫し、受診率のさ
らなる向上に努めていく。

R4その他職員
従事割合

対象年齢の市民に、市の
補助を受け、安価でがん
検診を受診する機会を提
供している。

会年職
員等

3人

3 すべての人に健康と福
祉を

5,223千円 ①精神保健福祉士による相
談件数

②こころの健康講座及びここ
ろの美術展の参加人数

③精神障害者等一時宿泊事
業の延利用者数及び利用日
数

精神保健福祉士による延べ相談件数

精神障害の早期発見、治療、社会復帰及び社会経済
活動への参加の促進を図ることが精神保健相談の目
的であるため、精神保健福祉士の相談件数を指標と
した。

精神保健相談が煩雑にならないよう職員
間の情報共有を重視した。また経験の浅
い職員が1人で困難ケースを抱え込むこと
がないように意識して対応した。

R4決算額（見
込み）

5,604千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

8,200件 10,437件

目標達成済

A

大腸がん検診の受診者数は、平
成29年度以降微増傾向で、令和
元年度に16,788人となったが、新
型コロナウイルス感染症の影響
により令和2年度は16,170人まで
減少した。その後令和3年度は
17,657人に増加し、令和4年度は
17,720人とわずかではあるが増
加が継続しているため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

相談者の課題解決に向け
相談支援をおこない、社会
参加ができるよう努めた。会年職

員等
0人

R5目標

9,500件

S

精神保健相談件数は、10,182件
（来所相談865件、訪問支援
1,078件、電話8,060件、メール
179件）だった。
来所する相談者の状況に合わ
せ平日夜間及び休日にも対応
し、関係機関等との連携を重視
しながら、問題解決に向け支援
を進めた。

R4年度に改善した点

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析
R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

8.5%

8.4% 8.1%

R5目標

5人

8.3% 8.1%

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2
年度に16,170人（受診率7.5％）となった受診者
数・受診率は、令和4年度には17,720人（8.1％）
まで向上したが、目標値にまでは至らなかった。

接種後の副反応に対する懸念を持つ方や定期
接種の年齢を超えて接種を行うことに慎重にな
る方が、想定以上に多くいたものと考えられる。

321
健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

各種予防接種事業
（HPVワクチンキャッ
チアップ接種）

根拠法令

予防接種法、予防接種法施行令

事業の目的及び具体的な内容

ＨＰＶワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）の積極的
勧奨の差控えによって接種機会を逃した方に対し
て、令和4年4月1日から令和７年３月３１日までの期
間で定期接種の対象年齢を超える接種（キャッチ
アップ接種）を実施する。また、定期接種の機会を
逃し、任意接種として自費でＨＰＶワクチンを接種し
た方に対する費用助成を実施する。

期間

R4 R6

323
健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

がん検診事業

根拠法令

健康増進法

事業の目的及び具体的な内容

がん検診を実施することにより、がんの早期発見と
早期治療につなげ、市民のがんによる死亡の減少
を図る。
【検診の種類と対象】
胃・肺・大腸がん検診は40歳以上の男女、乳がん
検診は40歳以上の女性、子宮頸がん検診は20歳
以上の女性、前立腺がん検診は50歳から80歳まで
の５歳刻みの男性

期間

S58

324
健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

精神保健事業

根拠法令

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

事業の目的及び具体的な内容

精神保健相談については、来所、訪問、電話及び
メール等により行い、必要に応じて専門医による相
談を実施する。精神障害の早期発見、早期治療と
治療の継続等、社会復帰に向けた総合的な支援を
行う。また精神保健福祉に関する知識の普及啓発
を実施する。

期間

H14



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

1,074千円

R4予算現額

1,071千円

R3正規職員
人件費

0.62 人 実績

4,948千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.91 人 評価者

～ 7,282千円 健康管理課長　　松井　優子

R3予算現額 項目名

2,998千円

R4予算現額

3,105千円

R3正規職員
人件費

0.38 人 実績

3,032千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.25 人 評価者

～ 2,001千円 保健医療課長　　河西秀樹

R3予算現額 項目名

16,035千円

R4予算現額

16,035千円

R3正規職員
人件費

0.43 人 実績

3,431千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.25 人 評価者

～ 2,001千円 保健医療課長　　河西秀樹

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①6回実施　80人参加

②12回実施　31人

R4目標 R4実績

悩みを抱える高校生だけでなく、心配して
いる家族からの問い合わせも多く、相談に
つながっていない潜在的なニーズが見込
まれる。今後においても本事業を通し思春
期精神保健のニーズ把握に努めていきた
いと考えている。

R4その他職員
従事割合

31人

思春期の心性に配慮し、学校と
の連携や保護者自身に対しても
継続した支援を行うなど、相談者
の世帯状況を勘案し、問題解決
に向け切れ目のない細やかな相
談支援を実施した。

Ａ

本事業は、平日夜間、祝休日の
昼間・夜間、すべての日の小児
の第２次救急医療体制の確保を
目的としており、現在すべての休
日、祝日及び年末年始で実施さ
れている。今後も引き続き所沢
地区（所沢市、狭山市、入間市）
３市で連携し、事業が円滑に推
進できるよう努めていく。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
1,064千円

①自死遺族支援「わかちあい
の会」の運営

②思春期こころの健康相談事
業

思春期こころの健康相談事業
「生きるを支える所沢市行動計画」（自殺対策計画）に
基づく施策のうち「思春期こころの健康相談事業」の
相談者数を指標とした。

相談の予約枠から漏れてしまった方への
対応や、相談者だけではなく、その家族に
対しても支援するなど、世帯全体に配慮し
た支援を行った。

R4決算額（見
込み）

1,015千円

会年職
員等

0人

31人 37人

目標達成済

R４年度に改善した点

16,035千円

①診療計画日数

②診療実績日数

診療実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

本事業は、一般の医療機関が診療を行っていな
い休日・祝日及び年末年始における初期救急患
者に対する医療体制の確保が目的であることか
ら、診療実施率を指標とした。

引き続き、安定的な事業の実施継続に向
けて、所沢市医師会と連携し、在宅当番医
から協力を得た。

R4決算額（見
込み）

相談者の精神的不調や家
庭環境の把握に努め、学
校等との連携を図りなが
ら、社会参加できるよう相
談支援を実施した。

会年職
員等

0人

R5目標

S

R4年度に改善した点
３．すべての人に健康と福

祉を
2,911千円

①診療目標日数（平日夜間、
日曜昼・夜間、祝休日昼・夜
間）

②診療実施日数

小児科救急医療病院群輪番制実施率
診療実施日数　÷　診療目標日数

本事業は、平日夜間、祝休日の昼間・夜間、す
べての日の小児の第２次救急医療体制の確保
を目的としていることから診療実施率を指標とし
ている。

これまで担当医不在となっていた時間帯
等が以下のとおり整備され、全ての曜日、
時間帯が埋まった。
【曜日（時間帯）】
第1・第3日曜日（夜間）
【開始日】
令和4年8月1日～

R4決算額（見
込み）

3,065千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①429日

②429日
所沢地区における、小児
の休日及び夜間の診療の
確保

R3その他職員
従事割合

15,964千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

本事業は、初期救急医療体制の整備を図
る上では必要不可欠であるため、継続し
て実施できるよう、所沢市医師会との連携
の強化に努めている。

R4その他職員
従事割合

100.0% 100.0%

祝休日及び年末年始の初
期救急医療の確保会年職

員等
0人

R5目標

A

本事業は、一般の医療機関が診
療を行っていない、休日、祝日及
び年末年始における初期救急医
療体制の確保を目的としており、
現在、すべての休日、祝日、及
び年末年始で実施されている。
今後も引き続き、事業委託先で
ある所沢市医師会と連携強化を
図り、事業を継続していく。

３．すべての人に健康と福
祉を

R3決算額

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①72日

②72日

R4目標

100.0%

R4目標 R4実績

本事業は、第２次救急医療体制の整備を
図る上では必要不可欠であるため、継続
して実施できるよう、所沢市、狭山市、入
間市、３市で連携を強化していく必要があ
る。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

100.0% 100.0%

目標達成済

31人

R4実績

目標達成済

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

32人

100.0% 100.0%

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

324
健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

自殺防止対策にか
かる啓発事業

根拠法令

自殺対策基本法
精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

事業の目的及び具体的な内容

自殺対策基本法の基本理念には、自殺が個人的
な問題としてのみとらえられるべきものではなく、そ
の背景には様々な社会的な要因があることを踏ま
え、その対策が社会的な取組として実施されなけれ
ばならないとされている。
　本市においてもその趣旨を踏まえ相談や普及啓
発等の自殺防止対策を実施する。

期間

H21

331
保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

小児科救急医療病
院群輪番制事業

根拠法令

所沢地区小児科救急医療病院群輪番制病院運営費補助に関す
る協定書、埼玉県小児救急医療施設運営費補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

夜間（月から土曜日）及び休日・祝日の小児の第二
次救急医療を確保するため、所沢市、狭山市、入
間市において、３市及び協力医療機関（４病院）に
よる協定書に基づき、輪番制で第二次救急医療体
制の整備を図るものである。

期間

H12

331
保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

在宅当番医制実施
事業

根拠法令

埼玉県地域保健医療計画

事業の目的及び具体的な内容

一般の医療機関が診療を行っていない休日・祝日
及び年末年始において、初期救急患者の医療体制
を確保するため、所沢市医師会との委託契約によ
り、市内の医療機関が輪番制で診療を実施するも
のである。

期間

S59



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

31,045千円

R4予算現額

31,045千円

R3正規職員
人件費

0.48 人 実績

3,830千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.25 人 評価者

～ 2,001千円 保健医療課長　　河西秀樹

R3予算現額 項目名

58,840千円

R4予算現額

52,710千円

R3正規職員
人件費

0.35 人 実績

2,793千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.52 人 評価者

～ 4,161千円 保健医療課長　　河西秀樹

R3予算現額 項目名

541,334千円

R4予算現額

560,676千円

R3正規職員
人件費

9.90 人 実績

79,002千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

10.50 人 評価者

～ 84,021千円 総務課長　粕谷　憲之

A

本事業では、夜間、休日・祝日及
び年末年始、すべての日におい
て第２次救急医療体制が確保さ
れている。今後も引き続き、所沢
地区（所沢市、狭山市、入間市）
３市で連携し、事業が円滑に推
進できるよう努めていく。

R４年度に改善した点
３．すべての人に健康と福

祉を
31,045千円

①診療計画日数
夜間（365日）+祝日・休日昼
間（72日）

②診療実績日数

診療実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

本事業は、夜間及び休日・祝日、年末年始の第
２次救急医療体制を確保することが目的である
ため、診療実施率を指標とした。

引き続き、安定的な事業の実施継続に向
けて、所沢市、狭山市、入間市で連携を図
るとともに情報共有に努めた。

R4決算額（見
込み）

31,045千円

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①437日

②437日

R4目標 R4実績

本事業は、第２次救急医療体制の整備を
図る上では必要不可欠であるため、継続
して実施できるよう、所沢市、狭山市、入
間市、３市で連携を強化していく必要があ
る。

R4その他職員
従事割合

100.0% 100.0%

所沢地区における、祝休
日及び夜間の第2次救急
医療の確保会年職

員等
0人

R5目標

R3決算額

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
58,795千円

①在宅要介護高齢者歯科診
療
    診療日数
②障害児者歯科診療
    診療日数
③休日緊急歯科診療
    診療日数

所沢市歯科診療所あおぞらの障害児者の診療
実績（単位：人）

障害児者の歯科診療が市の役割として期待され
ており、これを充実させるため、受診できる最大
受診者数を指標とする。

昨年度に引き続き、消毒の徹底や診療間
隔を従来より長く取り、患者間の接触を減
らすなど、新型コロナウイルスの感染拡大
防止に努めながら、年間を通して診療を
行った。

R4決算額（見
込み）

52,521千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

850 689

歯科診療所あおぞらにの障害児者の診療につ
いては、通所施設における新型コロナウイルス
の蔓延により、利用者が受診できなかったこと、
また、感染症対策として、消毒の徹底及び患者
間の接触を減らすために、診療間隔を従来より
長く取っていることから受診者数が伸びず、目標
値に達しなかった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①63日

②100日

③66日

R4目標 R4実績

引き続き、感染症対策を徹底しながら診察
を実施するとともに、施設・診療の周知に
努め、指定管理者である所沢市歯科医師
会と連携し、利用者が安心かつ利用しや
すい診療体制の充実に努めていく。

R4その他職員
従事割合

一般の歯科診療所での診
療が困難な患者への歯科
診療体制及び休日緊急歯
科診療体制の確保

会年職
員等

0人

3 すべての人に健康と福
祉を

492,511千円

①内科外来診療患者数
（二次救急含む）

②診療日数

１日の内科外来診療患者数（二次救急含む）
（内科外来患者数／診療日数）

公的医療機関として、地域における医療提供体制の
充実を図ることを目標とし、信頼して受診いただける
受診環境の整備に努めていることから、内科外来の
診療患者数を指標とする。

全自動遺伝子解析装置を導入し、発熱外
来におけるPCR検査体制を強化した。これ
により、検査結果判明までの時間を短縮
することが可能となった。

R4決算額（見
込み）

434,147千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

23.6人

80人 75人

内科外来診療においては、発熱外来患者の増
加を受けて、過去4年と比較して、最も患者数が
多くなったが、二次救急患者が令和元年度の患
者数に及ばず、目標達成ができなかった。

Ｂ

診察にあたっては、新型コロナウ
イルス感染症の感染拡大防止対
策として、診療間隔を長く取った
ことにより、患者数が制限された
ことから、目標値は達成できな
かったものの、感染者が発生す
ることもなく、診療を継続できた。
今後も、一般の歯科診療所で診
療が困難な患者に対する歯科診
療体制及び休日緊急歯科診療
体制を確保し、歯科診療事業を
継続していく。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①19,057人

②247日

R4目標 R4実績

５類以降後も新型コロナウイルス感染症
対策を維持しつつ、医療職の確保に取り
組み、安定的な患者の受入れを目指す。

R4その他職員
従事割合

91人 77人
地域における医療提供体
制の充実を図り、良質な
医療の効率的・継続的な
提供に努めた。

会年職
員等

22.5

R5目標

91人

B

令和３年度に引き続き、通常の
外来診療と並行し、発熱外来を
実施した。発熱外来においては、
令和２年度、令和３年度よりも検
査数、陽性率ともに増加してお
り、医療従事者が感染する可能
性もある中、限られた医療体制
で、診療体制を維持した。

R4年度に改善した点

850

850 661

R5目標

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

331
保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

所沢地区病院群輪
番制病院運営事業

根拠法令

所沢地区病院群輪番制病院運営費補助に係る協定書、所沢地
区病院群輪番制病院運営費補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

夜間及び休日・祝日、年末年始の第２次救急患者
の医療体制を確保するため、所沢地区（所沢市、狭
山市、入間市）における第２次救急医療機関（１３病
院）が病院群輪番制方式により診療を実施するも
のである。

期間

S55

332
保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

歯科診療所事業

根拠法令

医療法、所沢市歯科診療所条例

事業の目的及び具体的な内容

一般の歯科診療所での診療が困難な患者への歯
科診療体制及び休日緊急歯科診療体制の確保を
目的として、保健センター内「歯科診療所あおぞら」
において、在宅要介護高齢者及び障害児者の歯科
診療、休日緊急歯科診療を実施するものである。

期間

H10

333

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

重要 自治事務

内科外来事業

根拠法令

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

事業の目的及び具体的な内容

地域住民の医療ニーズを的確に把握し、地域にお
ける医療提供体制の充実を図り、良質な医療を効
率的・継続的に提供するものである。
①内科外来診療
②内視鏡検査の実施
③糖尿病外来の実施

期間

S51



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

740,106千円

R4予算現額

748,311千円

R3正規職員
人件費

29.00 人 実績

231,420千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

31.80 人 評価者

～ 254,464千円 総務課長　粕谷　憲之

R3予算現額 項目名

634,106千円

R4予算現額

642,662千円

R3正規職員
人件費

17.30 人 実績

138,054千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

17.10 人 評価者

～ 136,834千円 総務課長　粕谷　憲之

R3予算現額 項目名

214,280千円

R4予算現額

220,285千円

R3正規職員
人件費

4.60 人 実績

36,708千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

4.00 人 評価者

～ 32,008千円 総務課長　粕谷　憲之

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
601,139千円 ①地域包括ケア病床在院患

者延数
②入院患者実人数
③病床利用率
※延べ年間入院患者数/延
べ年間病床数×100
④搬送救急収容人数
※消防隊の搬送で入院した
患者

地域包括ケア病床の利用率
（地域包括ケア病床在院患者延数×100／病床
数×365）

公的医療機関として、地域医療に求められる病床機
能を確保しつつ事業運営をしていくという役割がある
ため、地域包括ケア病床の利用率を指標とする。 令和２年度に引き続き、積極的に、退院基

準を満たした患者の受け入れを行った。

R4決算額（見
込み）

601,562千円

会年職
員等

32.4人

78.0% 66.1%

新型コロナウイルス感染症が収束せず、陽性者
数が過去最大となる社会情勢において、ひっ迫
する発熱外来への応援体制をとりつつ、職員や
職員の家族が陽性者、濃厚接触者となり、医療
提供体制の維持に苦慮したところであり、目標達
成に至らなかった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①2,708人

②598人

③56.8%

④41人

R4目標 R4実績

新型コロナウイルス感染症への警戒を怠
らず、基本的な感染防止策を維持しつつ、
地域からの医療ニーズにこたえられるよ
う、積極的に入院受け入れを行っていく。

R4その他職員
従事割合

85.0%
地域における医療提供体
制の充実を図り、良質な
医療の効率的・継続的な
提供に努めた。

会年職
員等

43.1

R5目標

B

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
493,233千円

①人間ドック等受診者数

②精密検査指示者数

③市民医療センターでの精密
検査受診者数

市民医療センターで人間ドックを受診し、精密検
査を指示された方のうち市民医療センターで精
密検査を受けた方の割合

疾病の早期発見、早期治療に取り組むことを目標と
するため、人間ドックで精密検査を指示された方のう
ち、市民医療センターで実際に精密検査を受けた方
の割合を指標とする。

受付体制の見直しを行い、健診時間の短
縮に努めた。

R4決算額（見
込み）

497,787千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

46.9人

30.0% 33.8%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①9,911人

②1,471人

③461人

市民の健康維持・増進の
ため、人間ドック等の健診
事業を実施し、疾病の早
期発見、早期治療につな
げるように努めた。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

新型コロナｳｲﾙｽ感染症第７波、
第８波の感染拡大期において、
近隣医療機関や高齢者施設でク
ラスターが発生し、入退院調整、
ベッドコントロールが困難な状況
において、令和３年度よりも病床
利用率をわずかでも増加させる
ことができた。

A

新型コロナウイルス感染症対策
の徹底することで、事業を中止
することなく、安全・安心な健診
事業を実施していると考えてい
る。
また、検査後の精密検査勧奨通
知を行うことで、健康意識の向上
に努めている。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,677人

②859人

③3,306人

R4目標

30.0%

R4目標 R4実績

効率的で快適な受診環境の整備に努め、
更なる受診者を受入れることにより、市民
が健康で安心な生活を送れるよう事業継
続に努める。
また、健診結果通知後２ヶ月以内の精検
通知により、精検受診の促進に努める。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

48

R5目標

R4年度に改善した点

192,140千円

①小児夜間急患診療年間患
者数
②小児深夜帯急患診療年間
患者数
③小児科日曜日・休日急患
診療年間患者数

小児初期救急医療体制の維持

安心して子育てができる医療環境を整備するため、市
民医療センターと市内医療機関が連携して、所沢市
域全体での小児初期救急医療の提供体制を維持す
るものである。

小児初期救急医療を担当する医師会や大
学病院等の医師と連携を密にし、発熱患
児への対応の統一を図り、発熱患児の診
療を積極的に行った。

R4決算額（見
込み）

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

85.0%

30.0% 31.3%

R3その他職員
従事割合

190,920千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

38.6人

今後も安定的に小児初期救急医療体制を
維持するため、医師会や他の医療機関と
の連携に努める。

R4その他職員
従事割合

維持 維持
地域における医療提供体
制の充実を図り、安心して
子育てができる医療環境
の整備に努めた。

会年職
員等

43.5

R5目標

A

小児科外来だけでなく、日曜日
休日急患診療においても、発熱
患児が急増したため、応援体制
を組み、市民医療センター全体
で対応をした。

3 すべての人に健康と福
祉を

維持

目標達成済み

R3決算額

維持

維持

67.4%

R4実績

目標達成済み

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

333

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

優先 自治事務

入院事業

根拠法令

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

事業の目的及び具体的な内容

一般入院、かかりつけ医からの紹介、民間病院で
受け入れ困難な患者などについて、入院受入れを
行い市民が安心して暮らすことができる医療環境を
整備する。また、医療機関や行政機関との連携を
図り、地域での医療連携（地域完結型医療）体制を
推進するものである。

期間

S51

333

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

優先 自治事務

健診事業

根拠法令

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

事業の目的及び具体的な内容

市民の健康維持・増進のため、人間ドック、特定健
診などの検診を実施する。また、疾病の早期発見、
早期治療に繋げていくため、精密検査や治療が必
要な受診者に対し、受診勧奨を行い、確実な医療
機関への受診を促進するものである。

期間

S51

333

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

優先 自治事務

小児初期救急医療
体制推進事業

根拠法令

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

事業の目的及び具体的な内容

安心して子育てができる医療環境を整備するため、
医療機関の多くが診療を実施していない夜間、深
夜、日曜日及び祝日において小児の内科的急性疾
患の初期診療を実施し、関係医療機関と連携しな
がら所沢市域全体で３６５日の小児初期救急医療
体制が維持できるよう努めていく。

期間

H11



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

165,945千円

R4予算現額

196,376千円

R3正規職員
人件費

4.70 人 実績

37,506千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

4.60 人 評価者

～ 36,809千円 総務課長　粕谷　憲之

R3予算現額 項目名

3,242千円

R4予算現額

8,545千円

R3正規職員
人件費

0.28 人 実績

2,234千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.23 人 評価者

～ 1,840千円 国民健康保険課長　石川　純也

R3予算現額 項目名

7,783千円

R4予算現額

5,467千円

R3正規職員
人件費

1.74 人 実績

13,885千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.94 人 評価者

～ 15,524千円 国民健康保険課長　石川　純也

A

小児発熱外来を行うとともに、通
常の一般外来や専門外来も維
持した。
また、冬季においては、コロナ・
インフル同時検査を採用し、同
時流行に備える体制を構築し
た。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
145,990千円

①小児科外来診療患者数

②診療日数

③小児神経発達外来、夜尿
症外来、フォローアップ外来
の患者数

１日の小児科外来診療患者数
（小児科外来患者数／診療日数）

公的医療機関として、地域における医療提供体制の
充実を図ることを目標とし、信頼して受診いただける
受診環境の整備に努めていることから、小児科外来
の診療患者数を指標とする。

感染対策として、小児発熱外来の予約制
を導入した。
また、陽性者への処方やコロナワクチン接
種体制も整備し、総合的に新型コロナウイ
ルス感染症への対応を行った。

R4決算額（見
込み）

160,006千円

会年職
員等

6.0人

- 52人

目標達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①17,832人

②243日

③514人

R4目標 R4実績

地域の医療ニーズに最大限こたえられる
よう、引き続き診療体制の維持に努める。

R4その他職員
従事割合

66人 73人
地域における医療提供体
制の充実を図り、安心して
子育てができる医療環境
の整備に努めた。

会年職
員等

7

R5目標

R3決算額

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
2,934千円

①レセプト点検率

②再審査申出件数

③再審査申出効果額

再審査申出に伴う決算額に対する効果額の割
合

再審査申出に伴う効果額は、レセプト件数や医療機
関での算定内容によって増減が大きいため、費用対
効果を指標とする。 特になし。

R4決算額（見
込み）

6,784千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

150.0% 147.6%

レセプト点検の１件あたりの単価上昇により決算
額が増加したことが要因と考えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①100％

②12,041件

③5,183,215円

R4目標 R4実績

今後は、点検委託の方法等について検討
していく。

R4その他職員
従事割合

レセプト内容の点検をする
ことで医療費の適正化を
行い、歳出を抑制した。会年職

員等
0人

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

150.0%

3 すべての人に健康と福
祉を

2,370千円

①特定保健指導（動機づけ支
援）の実施率

②

③

実施率（全体） 特定保健指導終了者数/特定保健指導対象者数
医師会健診担当理事との協議の場におい
て、現状の説明、協力依頼を行った。

R4決算額（見
込み）

2,282千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

1

40.0% 31.0%
R4目標値50％は、国の基本方針で定められて
いる市町村国保の目標値60％を第3期所沢市国
民健康保険特定健康診査等実施計画（H30～
R5）においても最終目標値として設定し、各年度
目標を定めたものである。
特定保健指導の一部を医師会に委託することに
より、目標達成を目指したが、各医療機関にお
ける実績が伸び悩んでいる。医療機関に対して
は、より積極的な働きかけが必要と思われる。

B

令和4年度もレセプト点検業務の
実施により、保険者負担分が削
減された。引き続き効果が上が
るよう取り組んでいく。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①26.1％（令和5年7月27日現
在）

②

③

R4目標 R4実績

現在、保健指導の動機付け支援のみ委託
を実施しているが、今後は積極的支援に
ついても委託を検討していく。

R4その他職員
従事割合

50.0%
24.5%（令和5年7月27
日現在）

保健指導を通じて、被保
険者の健康増進を図れる
よう委託を行った。会年職

員等
1

R5目標

60.0%

B

Ｒ4目標値の50.0％には達成して
いないものの、確定しているＲ3
実施率では、県内40市中4位の
実績を上げている。
他市町村においても、実施率向
上には苦労しているが、、所沢市
では、業務委託の実績が上がら
ないところを国保専任保健師に
よる対象者訪問で補っている。

R4年度に改善した点

76.4%

R5目標

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

66人

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名

333

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

重要 自治事務

小児科外来事業

根拠法令

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

事業の目的及び具体的な内容

安心して子育てができる医療環境を整備するため、
地域における医療提供体制との連携を図り、良質
な医療を効率的・継続的に提供するものである。
①小児科外来診療
②小児神経発達外来等、専門外来の実施

期間

S51

341

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別

優先 自治事務

レセプト点検業務委
託事業

根拠法令

国民健康保険法

事業の目的及び具体的な内容

1　埼玉県国民健康保険団体連合会で審査された
レセプトを受領し、電算処理する。
2　レセプト点検システムにより内容点検を行う。
3　内容について疑義がある場合は、埼玉県国民健
康保険団体連合会へ再審査の依頼をする。

期間

R2

342

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別

最優先 自治事務

特定保健指導業務
委託事業

根拠法令

高齢者の医療の確保に関する法律、国民健康保険
法

事業の目的及び具体的な内容

平成20年4月から、各医療保険者には生活習慣病
予防及び疾病の早期発見・早期治療を通して、健
康の保持増進と生活の質の向上を図ることを目的
とした特定健康診査と特定保健指導の実施が義務
付けられた。
実施率向上を目指し、特定保健指導の一部（動機
付け支援）については、直営体制から業務委託に
切り替え、国の目標値60％が達成できる体制の再
構築を目指すものである。期間

H31



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

20,028千円

R4予算現額

23,101千円

R3正規職員
人件費

0.89 人 実績

7,102千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.64 人 評価者

～ 5,121千円 国民健康保険課長　石川　純也

R3予算現額 項目名

1,501千円

R4予算現額

1,291千円

R3正規職員
人件費

0.33 人 実績

2,633千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.38 人 評価者

～ 3,041千円 国民健康保険課長　石川　純也

R3予算現額 項目名

252千円

R4予算現額

270千円

R3正規職員
人件費

0.48 人 実績

3,830千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.53 人 評価者

～ 4,241千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
17,839千円

①受診勧奨対象者の受診率

②保健指導対象者の修了率

③継続支援対象者の参加率

受診勧奨対象者の受診率
医療費が高額になる人工透析への移行を防ぐため、
医療機関を受診していない人、もしくは受診を中断し
た人の勧奨後の受診率を指標とする。

保健指導候補者のかかりつけ医に、協力
の依頼を行うとともに、書類の回収につい
て、可能な限り、医療機関を回り直接受領
するようにした。

R4決算額（見
込み）

13,544千円

会年職
員等

0人

18.0% 16.9%

未受診理由としては、自覚症状がないことから
必要性の認識欠如や忙しさが想定される。早期
の取組の重要性を周知していくことが必要と考
えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①18.8％

②86.0％

③41.9％

R4目標 R4実績

かかりつけ医の事業への賛同、協力およ
び対象者の同意が欠かせないため、今後
も丁寧な説明に努め、事業実績を上げて
いく必要がある。

R4その他職員
従事割合

19.0%
被保険者の病状の安定を
図るため、県のプログラム
に参加し、事業を実施し
た。

会年職
員等

0人

R5目標

A

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
783千円

①ジェネリック医薬品数量
シェア

②

③

ジェネリック医薬品数量シェア

数量シェア＝ジェネリック医薬品の数量/（ジェネリック
医薬品のある先発医薬品の数量＋ジェネリック医薬
品の数量）×100 ジェネリック医薬品の普及啓発を進めるた

め、啓発シール、啓発ポスターについて新
しいデザインで作成した。

R4決算額（見
込み）

752千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

80.0% 78.6%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①80.1％

②

③

被保険者の医療費適正化
を図るため、周知啓発活
動を実施した。

R3決算額

目標値については、ほぼ達成す
ることができたが、受診率そのも
のは、まだまだ向上の余地があ
るため、継続して事業に取り組む
必要がある。

A

目標値80％は超えることができ
たものの、数量シェア算定に用
いるジェネリック医薬品のある先
発医薬品の数量には変動がある
ため、今後も引き続き普及啓発
を行っていく。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①820

②767

③115

R4目標

80.0%

R4目標 R4実績

今後も被保険者、処方元医療機関、調剤
薬局それぞれに向けた啓発が必要であ
る。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点

129千円

①参加者募集人数

②教室参加者数

③教室開催数

教室参加者数

地域社会への参加や自らの意思によって学習
意欲や探求心を維持し、良き趣味を持ち、生き
がいのある日々を過ごすことができるよう運動を
通して健康・体力つくりを行うことが必要であるこ
とから、引き続き参加者の増員を目標とした。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、ガイドラインの定員人数内になるよう、
教室参加者をグループ分けし、開催回数
を増やして開催した。トレーニング室の委
託業者と連携し、プログラムの向上を図っ
た。

R4決算額（見
込み）

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

20.0%

80.0% 80.1%

R3その他職員
従事割合

128千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

担当地区という枠ではなく市全体でどんな
運動事業ができるか、また、高齢者対象
の事業の他に児童館等、他との施設の協
力を得ながら教室を開催し、運動する機会
の少ない親等の健康体力つくりの場を今
後も引き続き提供していく。

R4その他職員
従事割合

750人 767人

高齢者への運動機会の提
供を行った。会年職

員等
0人

R5目標

A

スポーツを楽しむ機会の提供の
ため、スポーツ振興課の主催事
業教室の他に、各地区体育館の
教室の広報を行っている。
自治会館サークル等への指導
者の確保、育成、またその質の
向上を引き続き図って行きたい。

3 すべての人に健康と福
祉を

750人 709人

目標達成済

18.8%

R4実績

目標達成済

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

750人

343

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別

優先 自治事務

糖尿病性腎症重症
化予防対策事業

根拠法令

国民健康保険法

事業の目的及び具体的な内容

県の指定を受けたモデル事業であり、国保連合会
との共同事業として実施。各保険者が事業費用を
分担金として負担。具体的には、レセプトと健診
データを活用し、糖尿病が重症化するリスクの高い
未受診者・受診中断者を医療に結びつける受診勧
奨と、糖尿病性腎症で通院する被保険者のうち、重
症化するリスクの高い者に対して保健指導を行い、
人工透析への移行を防ぐ。

期間

H26

344

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別

優先 自治事務

ジェネリック医薬品
利用促進事業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

ジェネリック医薬品の利用率の目標値を数量ベー
スで80％と定め、ジェネリック医薬品の利用促進
シールの配布等により被保険者への周知・啓発活
動をすすめるとともに、医師会、歯科医師会、薬剤
師会等、医療関係者に対しても協力・連携を図り、
目標達成を目指す。

期間

H25

351

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

スポーツ教室開催事
業

根拠法令

スポーツ基本法

事業の目的及び具体的な内容

主催事業教室の計画を立て年度初めに年間事業
予定表一覧｢スポーツ所沢｣を市民体育館、各まち
づくりセンター、コミュニティーセンター等に配付す
る。随時日程に合わせ生涯学習情報紙にて募集を
行う。運動を通し健康維持を図ると共にスポーツ
ニーズに応え、生涯を通してスポーツに親しむきっ
かけをつくる。

期間

S52



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

2,542千円

R4予算現額

8,000千円

R3正規職員
人件費

1.63 人 実績

13,007千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.48 人 評価者

～ 11,843千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

30千円

R4予算現額

30千円

R3正規職員
人件費

0.41 人 実績

3,272千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.38 人 評価者

～ 3,041千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

2,122千円

R4予算現額

3,340千円

R3正規職員
人件費

0.42 人 実績

3,352千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.52 人 評価者

～ 4,161千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

B

誰もが参加できるマラソン大会を
通じて、市民の体力づくり及び市
内観光スポット等のＰＲを引き続
き実施していきたい。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
2,542千円

①総申込者数
　（非計測者を除く申込者数）

②出走者数
　（ａ．計測者　ｂ．非計測者）

③会議開催回数

当日出走率　（計測者）
（出走者数÷申込者数×100）

申込者が大会当日に何人参加したかをパーセン
テージで算出。
大会の魅力を増し、出走割合を高めていく。

新型コロナウイルス感染症に対応するた
め、給水におけるマイボトルの持参及び検
温所の設置等、感染症対策を実施した。、
また、部門の見直しを図り５部門の開催を
３部門で実施することとなった。

R4決算額（見
込み）

8,000千円

会年職
員等

0人

88.0% 0.0%

令和4年度の大会は、3年ぶりの大会であること
と、新型コロナウイルス感染症患者数が増大し
ていた時期と重なったことによるもの。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①4,856人（非計測者を除く申
込者数3,785人）

②a.3,160人

③5回

R4目標 R4実績

ベルーナドームの有効活用及び狭山湖堰
堤上をコースのPR 等、魅力的な大会を継
続的に提供できるように収支を考えた更な
る工夫が必要となる。

R4その他職員
従事割合

88.0% 84.0%

市民の体力作り及び健康
増進に寄与した。会年職

員等
0人

R5目標

R3決算額

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
0千円

①推進事業開催回数

②事業参加者数（延人数）

③

所沢健康体操の普及度

急激に進む超高齢社会にあって、高齢化に伴っ
た生活習慣病が増加しているなか、元気で暮ら
せる「健康寿命」を少しでも延ばして行くために
健康体操の普及度を引き続き目標とした。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、ガイドラインの定員人数内になるよう、
教室参加者をグループ分けし、開催回数
を増やして開催した。

R4決算額（見
込み）

10千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100,000人 15,931人

地域包括支援センターの転倒予防・介護予防教
室が「100歳体操」を中心に開催されるようになっ
たことや、とこしゃん協力会の活動が活発になり
市民の方々と「とこしゃん体操」へのかかわりが
充実してきたと考えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①695

②27,671

③

R4目標 R4実績

「健康寿命」が延びるよう地域や関係団体
を対象として普及を行っていくと共に、指
導者育成事業も引き続き充実を図る必要
がある。

R4その他職員
従事割合

高齢者の体力増進及び健
康寿命の延伸に寄与し
た。会年職

員等
0人

100,000人

100,000人 27,671人

R5目標

3 すべての人に健康と福
祉を

1,572千円

①練習希望日数

②練習会場確保日数

③

練習会場の確保率
（練習会場確保日数÷練習希望日数×100）

日本ゴールボール協会が希望する練習日程が
実施できるように、市民体育館の施設を確保す
るもの。

ゴールボール日本代表の筋力強化のた
め、令和４年度より医科学情報スタッフを
雇用した。

R4決算額（見
込み）

2,514千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

B

急激に進む超高齢社会をむか
え、いつまでも元気で、豊かな生
活を送れることが求められてい
る。こうした状況の中で、本健康
体操を作り、地域への推進を
図ってきた。各地区で親しまれ、
健康体操としての効果は上がっ
てきていると思われるが、周知さ
れていない市民に今後も伝わる
よう引き続き活動していく。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①73

②73

③

R4目標 R4実績

ナショナルトレーニングセンター競技別強
化拠点機能強化会議を開催し、地域資源
を活用したコンソーシアムの形成を行い、
地域としてのサポート体制を整えると共
に、地域振興の核となれるようコンテンツ
化を図る。

R4その他職員
従事割合

100.0% 100.0%

NTC施設としてゴールボー
ルの認知活動に貢献し
た。会年職

員等
0人

R5目標

100.0%

S

スポーツ庁から業務委託を受
け、トップアスリートが国際競技
力向上に資する活動を効果的・
効率的に実施することができる
よう、施設の環境整備を行うた
め、練習場の確保及び拠点ス
タッフの配置を行った。

R4年度に改善した点

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

88.0%

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

指標名 目標設定の考え方・根拠

351

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

所沢シティマラソン
大会開催事業

根拠法令

スポーツ基本法

事業の目的及び具体的な内容

所沢市のメインイベントとして市のＰＲとともに、市
民の健康づくりや人とのふれあいの場を提供し誰で
も参加できることから、生涯にわたる豊かなスポー
ツライフの実現を図る。
選手を公募し、当課が事務局となり、各種スポーツ
団体から選出された役員他で構成された実行委員
会を組織し、ハーフの部を含む３部門を実施。

期間

H2

351

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

健康体操推進事業

根拠法令

スポーツ基本法

事業の目的及び具体的な内容

主に高齢者を対象に、誰もができる市独自の健康
体操を作り、地域の自治会・町内会館で地域の方
の協力によって広めていくことで「健康寿命」を延ば
し、健康で元気な地域社会を実現する。
①体操普及への協力者（協力団体）に趣旨説明を
行う。②市独自の健康体操「とこしゃん体操」を公民
館などで行い、協力を依頼する。③地区連合会・学
校開放等で体験事業を行う。

期間

H19

352

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

ナショナルトレーニン
グセンター競技別強
化拠点施設活用事
業

根拠法令

スポーツ基本法

事業の目的及び具体的な内容

所沢市民体育館がスポーツ庁から東京パラリン
ピック競技種目であるゴールボールのナショナルト
レーニングセンター競技別強化拠点施設として指定
されたことに伴い、本市がスポーツ庁から業務委託
を受け、トップアスリートが国際競技力向上に資す
る活動を効果的・効率的に実施することができるよ
う、施設の環境整備を行うものである。

期間

H28



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

207,635千円

R4予算現額

209,189千円

R3正規職員
人件費

5.28 人 実績

42,134千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

4.67 人 評価者

～ 37,369千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

4,110千円

R4予算現額

4,110千円

R3正規職員
人件費

0.50 人 実績

3,990千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.24 人 評価者

～ 1,920千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

38,724千円

R3正規職員
人件費

0.22 人 実績

1,756千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.42 人 評価者

～ 3,361千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
205,899千円

①施設利用枠数

②施設利用人数

③施設使用料収入

施設稼働率（利用枠数÷利用可能枠数×100）

市民の余暇の拡大、健康増進に寄与することを
目的としていることから、施設稼働率を指標とす
る。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

・施設を安全・快適に利用してもらうため、
危険箇所の修繕を行った。

R4決算額（見
込み）

208,648千円

会年職
員等

0人

75.0% 80.8%

令和4年度の施設利用人数は令和3年度に比べ
て、61,000人以上増加したものの、利用可能枠
数が約33,000件増加したため目標値未達成と
なった。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①252,995件

②701,085人

③90,293,940円

R4目標 R4実績

良好な環境で、屋外体育施設を市民に提
供することは、市民の健康増進につなが
るとともに、生涯スポーツの振興が図られ
ることにつながる。そのため、引き続き必
要な修繕を行い、利用者が安心して利用
できる施設の管理・運営をしていく。

R4その他職員
従事割合

80.0%

施設利用者の余暇活動、
健康増進に寄与した。会年職

員等
0人

R5目標

B

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
4,110千円

①利用者数

②

③

学校開放運営委員会による組織開放率
(組織開放校÷市内小・中学校数47校)×１００

市民がスポーツをする場所を確保するため、市
内小中学校の全てを組織開放にすることを目標
としている。 学校開放事業のホームページを立ち上げ

市民への周知及び情報発信を行った。

R4決算額（見
込み）

4,110千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100%(47校) 98%（46校）
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①328,624人

②

③

市民のスポーツ活動の場
の確保に寄与した。

今後においても、より一層市民
の余暇の拡大、健康増進に努め
ていきたい。

A

残り１校については、学校と近隣
状況の関係について注視してい
くものとする。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①24,049人

②6,148,560円

③

R4目標

100%(47校)

R4目標 R4実績

残りの中学校１校は地域事情もあり開放
は難しいが、引き続き学校関係者や利用
者、近隣住民の理解を得ながら、全ての
小中学校を組織開放に向け努めていく。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点

0千円

①年間利用者数

②年間使用料収入

③

1日あたりの利用者数（年間利用者数÷開催日
数）

市民の余暇の拡大、健康増進に寄与することを
目的としていることから、1日あたりの利用者数を
指標とする。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

特になし

R4決算額（見
込み）

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

80.0%

100%(47校) 98%（46校）

R3その他職員
従事割合

34,264千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

施設の老朽化が著しく進んでいることか
ら、施設を管理する公園課と連携しなが
ら、修繕を含めた施設の安全管理・運営
が必要である。

R4その他職員
従事割合

1,000人 649人

市民のスポーツ活動の場
の確保に寄与した。会年職

員等
0人

R5目標

B

新型コロナウイルスの影響で、
令和4年度は3年ぶりの開催と
なった。成果指標の目標値は達
成できなかったが、１日あたりの
利用者数という指標が、天候な
どの条件に左右される性質のも
のであることから、一概には判断
できないものと考えられる。
より一層市民の余暇の拡大につ
ながるよう、施設の運営に努め
ていきたい。

3 すべての人に健康と福
祉を

0人

新型コロナウイルスの影響で、令和4年度は3年
ぶりの開催となった。入場者週に関しては令和
元年度と同水準であったものの、目標値には程
遠い状況となっている。施設の老朽化もあるが、
イベントや売店などの充実、魅力を増していく必
要がある。

75.9%

R4実績

残りの中学校１校に関しては、学校側が近隣住
民等の兼ね合いから解放に慎重であるため、現
時点では難しいと思われる。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

1,000人

1,000人

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

体育施設管理運営
事業

根拠法令

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条
例、所沢市都市公園条例・同施行規則

事業の目的及び具体的な内容

体育施設をスポーツ、レクリエーションの場としての
利用に供し、広く利用者の余暇活動、健康増進に
寄与することを目的とする。
・施設の利用については、公共施設予約システム
による登録・利用申込みをし、利用する。
・利用者が安全かつ快適に利用できるよう施設の
整備、維持管理を行う。

期間

S51

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

学校体育施設管理
委託事業

根拠法令

スポーツ基本法、社会教育法

事業の目的及び具体的な内容

各地区学校開放運営委員会が委託契約に基づき、
学校体育施設を市民に開放するため、利用者の調
整や手続きなどの管理運営を行っている。また、利
用者が安全かつ快適に利用できるよう開放時にお
ける施設設備の保全、利用者に対する使用の指導
助言や施設、設備の使用許可なども行っている。

期間

S48

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

市民プール管理運
営事業

根拠法令

スポーツ基本法、所沢市都市公園条例・同規則

事業の目的及び具体的な内容

北野公園に市民プールを設置し、開設期間である７
月中旬から８月３１日まで運営。夏季におけるス
ポーツ、レクリエーションの場としての利用に供し、
広く利用者の余暇活動、健康増進に寄与する。
・開設中の運営は、民間業者に委託
・清掃・受付業務・事業用備品の購入、点検等

期間

S47



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

11,339千円

R4予算現額

30,289千円

R3正規職員
人件費

0.72 人 実績

5,746千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.22 人 評価者

～ 9,762千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

2,700千円

R4予算現額

2,700千円

R3正規職員
人件費

0.22 人 実績

1,756千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.11 人 評価者

～ 880千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

1,110千円

R4予算現額

1,110千円

R3正規職員
人件費

0.44 人 実績

3,511千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.34 人 評価者

～ 2,721千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

A

体育施設は年々老朽化が著しく
進んでいることから、安全かつ快
適な施設運営のためにも、引き
続き施設の修繕、改修に努めて
いきたい。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
11,327千円

①体育施設整備費執行額
（修繕）
②体育施設整備費予算額
（工事）
③体育施設整備費執行額
（工事）

整備施設の整備率（予算執行額÷予算額×
100）

施設の修繕、整備を目標とし、年々進む老朽化
に対応しながら、安全かつ快適な施設運営を
行っていく。 狭山湖運動場防球ネット新設工事を行っ

た。

R4決算額（見
込み）

29,719千円

会年職
員等

0人

100.0% 99.9%

入札により、工事費を抑えられ、予算執行率は
低くなったが、大人のサッカー場利用と少年野球
の組み合わせで同時利用できるよう防球ネット
を新設したことで、利用者の利便性向上と安全を
確保することができた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①29,718,392円

②6,677,000円

③5,834,400円

R4目標 R4実績

市民が生涯に渡ってスポーツを楽しめるよ
う、計画的な施設整備、既存施設の修繕
を行っていく。

R4その他職員
従事割合

100.0% 98.1%

施設利用者の余暇活動、
健康増進に寄与した。会年職

員等
0人

R5目標

R3決算額

スポーツ少年団の登録システムが変更と
なったため、各少年団を集めて説明会を
実施し、スムーズな登録手続きが行えるよ
うサポートした。

R4決算額（見
込み）

1,110千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 78.9%

目標達成済

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
2,400千円

①大会参加者数

②大会参加者数（前年）

③

大会参加者数維持率
（参加者数÷前年度参加者数×１００）

体力つくり事業として実施している各種スポーツ
大会の参加者数を増やしていく。

航空公園運動場を会場に、人工芝の上で
モルックやペタングなどのユニバーサルス
ポーツを含む親子で体験する「親子スポー
ツフェア」を開催し、前年と種目を変更して
実施した。

R4決算額（見
込み）

2,700千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 658.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,646

②658

③会年職
員等

0人

A

所沢市民の健康と体力向上のた
め、その実践活動の促進と関係
団体相互の連絡調整を行ってい
る。市全体的なスポーツ大会を
はじめ、各支部で運動会や各種
スポーツ大会及び講習会などを
実施している。地区において体
力つくり市民会議支部団体及び
スポーツ協会支部団体の住み分
け等の問題があるため、今後は
体力つくり市民会議の在り方を
検討していく必要がある。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,610（前年1,560）

②58（前年61）

③

R4目標 R4実績

埼玉県スポーツ少年団の講習等を受講す
ることで、スポーツ少年団指導者の育成を
図り、より幅広い層である未就学児の団員
の確保を目指していくものとする。

R4その他職員
従事割合

100.0% 103.2%

青少年ががスポーツをす
る場の確保に寄与した。会年職

員等
0人

R5目標

100.0%

R4目標 R4実績

幅広く市民がスポーツに親しむことができ
るように、スポーツに関心のない市民も参
加したくなる種目に改め、内容を充実させ
る必要がある。

R4その他職員
従事割合

スポーツに関心のない市
民も参加したくなる競技設
定やコース設定をし、参加
者から好評を得た。

A

少子化及びスポーツ少年団に属
さないアーバンスポーツの台頭
などで登録人数は減少若しくは
横ばいの状態にあるが、青少年
の育成というスポーツ少年団の
理念があることからも引き続き団
員の確保に努めていくものとす
る。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
500千円

①登録数

②登録団体

③

登録数の維持率
（今年度登録数÷前年度登録数×100）

100.0%

R3その他職員
従事割合

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0% 250.0%

R5目標

少子化傾向にあるものの、スポーツ少年団の周
知や魅力を高め、登録数を維持していくもの。

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

体育施設整備事業

根拠法令

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条
例

事業の目的及び具体的な内容

市民の健康増進に寄与し、余暇活動の充実を図る
ため、利用者が安全かつ快適に利用できるよう体
育施設の整備を行う。
①所沢市公共施設等管理計画の内容に沿った整
備を検討する。②所沢市公共建築物修繕計画に基
づく改修工事を行う。③緊急性の高いものについて
は、随時、修繕を実施する。

期間

S45

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

体力つくり市民会議
交付金

根拠法令

スポーツ基本法、体力つくり市民会議交付金交付
要綱

事業の目的及び具体的な内容

「体力つくり市民会議」は、スポーツ・レクリエーショ
ン大会や各種教室の実施を通じて、ゆとりある市民
生活や体力の向上発展に寄与している。また、各
支部への支援を行なうことにより市民の生涯スポー
ツへの機会の提供を行う。この組織の活動を支援
することを目的としている。

期間

S47

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

スポーツ少年団補助
金

根拠法令

スポーツ基本法、スポーツ少年団補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

スポーツを愛好する青少年がスポーツを通じ心身
の健全な育成及び鍛錬することを目的に結成した
単位スポーツ少年団を、育成･支援するために「所
沢市スポーツ少年団」が結成された。この組織が行
う事業と組織の充実を図るために、交付金の交付
を開始した。

期間

S48



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

1,960千円

R4予算現額

1,960千円

R3正規職員
人件費

0.34 人 実績

2,713千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.24 人 評価者

～ 1,920千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

600千円

R4予算現額

600千円

R3正規職員
人件費

0.19 人 実績

1,516千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.34 人 評価者

～ 2,721千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

1,500千円

R4予算現額

0千円

R3正規職員
人件費

0.31 人 実績

2,474千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.10 人 評価者

～ 800千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

天候に左右される団体は予備日を設ける
など必ず実施できるように会場の確保など
で支援していく。

R4その他職員
従事割合

100.0%

市民がスポーツに参加す
る場の確保に寄与した。

一般市民施設利用者数維持率（弓道連盟以外
の利用維持率）
（今年度一般市民利用者数÷前年度一般市民
利用者数×１００）

弓道連盟以外の一般市民への開放が公共性の担保
に繋がり、また、市民の健康増進に寄与することを目
的としていることから、一般市民施設利用者数を目標
値としたい。
目標値としては、前年より増やすことを目標としたい。

弓道連盟と土地賃貸借契約を締結した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①2,068

②13

③5

B

高齢者の健康増進に寄与
した。

スポーツ協会が中心となり、所沢
シティマラソン大会や所沢市陸
上競技選手権大会の運営を行っ
ている。また、市民を対象とした
スポーツの講習会や大会数も増
加傾向にある。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
1,960千円

①加盟団体数

②市民対象事業実施団体数

③

市民を対象とした講習や大会を実施した加盟団
体数（市民大会実施団体数÷加盟団体数×
100）

市民がスポーツに参加する機会を確保するた
め、所沢市スポーツ協会加盟団体の全てが市民
を対象とした講習や大会を開催するように促して
いく。

加盟団体が一堂に会する会議の中で、市
民向けの事業を各団体で開催するよう依
頼した。

R4決算額（見
込み）

0千円

会年職
員等

0人

100.0% 33.3%

新型コロナウイルスの関係で大会中止を余儀な
くされた団体が多数あったため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①24

②16（前年8）

③

R4目標 R4実績

B

市民に対しレクリエーション活動
を普及するため、毎年2月にレク
リエーションまつりを開催してい
る。また、市民を対象としたス
ポーツの講習会や大会数を増や
す取り組みを行っている。

新種目団体の加盟を促進し、会員数の増
加に努め、レクリエーション活動の推進を
図り、市民（特に高齢者）の健康増進を図
る。

R3決算額

土地賃貸借契約の締結後に貸付条件の
履行確認を毎年度実施していく必要性が
ある。

R4その他職員
従事割合

―

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
450千円

①会員数

②加盟団体数

③市民対象事業実施団体数

市民を対象とした講習や大会を実施した加盟団
体数
（市民対象事業実施団体数÷加盟団体数×
100）

市民を対象とした講習や大会を実施した加盟団
体数
（市民対象事業実施団体数÷加盟団体数×
100）

加盟団体が一堂に会する会議の中で、市
民向けの事業を各団体で開催するよう依
頼した。

R4決算額（見
込み）

600千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 7.6%

B

諸条件を弓道連盟と協議し、令
和4年8月１日付で土地賃貸借契
約を締結した。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
1,430千円

①一般市民施設利用者数

②

③

R4決算額（見
込み）

0千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

―

R4目標 R4実績

今後市民の健康増進に寄
与するものとなる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①0

②

③

―

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R3決算額 指標名

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0% 38.5%

R3その他職員
従事割合

R4その他職員
従事割合

66.0%

R4目標 R4実績

会年職
員等

0人

R5目標

新型コロナウイルスの関係で大会が中止となっ
た加盟団体があるため。

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標

― ―

弓道場の供用開始については、令和5年以降で
あるため、現時点で利用者はいないため。

会年職
員等

0人

R5目標

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

スポーツ協会補助金

根拠法令

スポーツ基本法、体育協会補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

所沢市におけるスポーツを振興し、市民の体力向
上とスポーツ精神の高揚をはかり、もって市民生活
の向上発展を目的に設立された当協会に交付金を
交付することにより、この協会設立目的達成を支援
する。

期間

S29

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

レクリエーション協会
補助金

根拠法令

スポーツ基本法、所沢市レクリエーション協会補助
金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

レクリエーションを原動力として、市民と共に地域の
活性化を図る活動を繰り広げていくため設置され、
当該団体の活動を支援するために補助を開始し
た。近年少子高齢社会が進んでいる中、レクリエー
ションを通じて、市民の健康増進を図るとともに関
係団体相互の親睦を密にし、レクリエーション運動
の推進を図る。

期間

H11

353

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

北中運動場用地貸
付事業

根拠法令

所沢市財産規則、所沢市普通財産貸付基準

事業の目的及び具体的な内容

所沢市弓道連盟は西新井にあった弓道場の閉鎖
後、射場不足のため、自己資金で弓道場建設用地
を探していたが、適当な土地が見つからなかったた
め、本市へ借地の要望があった。そこで本市が所
有する土地を、弓道場用地として貸付を行うことに
より、北中弓道場の一部の有効活用及び市民のス
ポーツ活動を支援し、もって市民の健康、福祉を増
進することを目的とする。

期間

R3



SDGsへの貢献
(最大3つ)計画

コード 所属
名称

活動実績(R4)

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事務事業名称 事業概要（全体）

経費

投入コスト
会
計

事業自体が貢献する項目

R3予算現額 項目名

159千円

R4予算現額

121千円

R3正規職員
人件費

0.28 人 実績

2,234千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.34 人 評価者

～ 2,721千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

0千円

R3正規職員
人件費

0.13 人 実績

1,037千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.23 人 評価者

～ 1,840千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

―

R4予算現額

414千円

R3正規職員
人件費

― 実績

― どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.30 人 評価者

～ 2,401千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

100.0%

会年職
員等

市民のスポーツ活動への
参加意欲を喚起した。会年職

員等
0人

R5目標

A

令和３年度は市民体育館サブア
リーナでスポーツ大賞およびス
ポーツ協会賞の社会人以上の
方を招待して表彰式を開催しま
したが、令和４年度は新型コロナ
ウイルスの感染対策を実施した
上で、表彰対象者を全員をお呼
びして式を実施しました。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
132千円

①候補者推薦件数

②

③

表彰式参加者数
（参加者数÷前年度参加者数×１００）
（１８９名÷80名）

スポーツ大賞を格式あるものとするため、受賞
者をはじめ、より多くの市民が関心を持つよう
に、参加者数を目標とした。

表彰式の動画をユーチューブに引き続き
掲載したが、内容についてＪＣＯＭに動画
編集を依頼し、動画のクオリティをあげる
ことで市民へ式の様子を分かりやすく配信
が出来た。

R4決算額（見
込み）

3 すべての人に健康と福
祉を

0千円

①会員数

②種目別活動数

③

会員数維持率
（今年度会員数÷前年度会員数×100）

スポーツクラブの周知や魅力を高め、会員数を
維持していくことを目標とする。

コロナ禍により活動自粛期間が長かった
が、クラブ活動を実施した団体について
は、コロナウイルスのガイドラインを遵守し
つつ活動を行った。

R4決算額（見
込み）

0千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 74.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①805名（802名）

②15団体（14団体）

③

R4目標 R4実績

クラブの周知を図るとともに、魅力ある活
動を通じて、会員数の増加を図っていく。

R4その他職員
従事割合

0人

100.0% 681.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①45

②

③

R4目標 R4実績

表彰者や関係者だけでなく、幅広く市民が
関心をもって参加いただけるよう、内容を
充実させるとともに、インターネットやＳＮＳ
を活用して事業の周知を充実させていく。

市民のスポーツ活動の場
の確保に寄与した会年職

員等
0人

R5目標

100.0% 100.4%

市民のスポーツ活動への
場の確保に寄与した。会年職

員等
0人

R5目標

B

令和４年度からの移管事業とな
るが、所沢市オリンピック・パラリ
ンピック競技啓発事業推進委員
会設置要綱を設置し、全庁的に
スポーツ振興を図っていく体制を
整えた。また、オリンピック・パラ
リンピックに出場する選手以外で
も、スポーツの分野において多
大な功績を残している選手・指導
者・介助者等がいることから、新
たな認定基準を設定するため
に、所沢市ゆかりのアスリートに
関する取扱要綱を制定した。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
―

①イベント実施数

②

③

体験会・講演会等の開催数
（今年度イベント実施数÷前年イベント実施数×
100）

所沢市オリンピック・パラリンピック競技啓発事業推進
委員会（スポーツヒーロー応援団）のイベント実施数

特になし

R4決算額（見
込み）

0千円

R3その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①19回

②

③

R4目標 R4実績

パリパラリンピックに向けて大会への機運
醸成を図っていくために所沢市ゆかりのア
スリートの情報を注視し、ＳＮＳ等で発信し
ていく。

R4その他職員
従事割合

A

地域住民を中心とした運営によ
り、令和2年1月に20週年目を迎
えた。クラブの種目については現
在15種目となっている。成果指
標についても、新規会員の獲得
に向けた取り組みを行っており、
おおむね目標を達成している。

R4年度に改善した点

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

R4その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0% ―

会年職
員等

0人

― ―

移管事業のため、目標値の算出できない。

100.0% 236.3%

83千円

R4目標値が未達成の理由・分析

354

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

オリンピック・パラリ
ンピック競技啓発事
業

根拠法令

スポーツ基本法

事業の目的及び具体的な内容

オリンピック・パラリンピックの機運醸成や地域の活
性化を図ることを目的に、大会のPRや障害者ス
ポーツの普及啓発に向けた取組を実施する。また、
オリンピックパラリンピックの選手だけでなく、本市
にゆかりのある世界的なアスリートがいるため、所
沢市ゆかりのアスリートとして認定し、市をあげて応
援し、本市のスポーツ振興を図るものとする。

期間

R4

354

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

スポーツ大賞表彰式
開催事業

根拠法令

所沢市スポーツ大賞設置及び表彰要綱

事業の目的及び具体的な内容

スポーツ界で優秀な成績を収めたもの及びスポー
ツの振興に寄与したものを顕彰することで、市民の
スポーツ活動への参加意欲を喚起することを目的
とする。

期間

S47

354

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

総合型地域スポーツ
クラブ支援事業

根拠法令

スポーツ基本法

事業の目的及び具体的な内容

所沢市総合型地域スポーツクラブの活動支援を行
うことで、クラブの拡充による住民自治活動の推進
やスポーツ人口の拡大など、生涯継続していくこと
ができるスポーツ活動の振興に寄与するため。

期間

H12


